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　災害時には多くの動物が負傷又は逸走状態となる。
　飼い主の多くは、愛護動物を家族の一員であると考え
ていることから、多くの動物が避難所に避難してくるこ
とが予想される。
　飼い主と愛護動物が速やかに避難できるためには、平
時から愛護動物の防災や同行避難の啓発が必要である。
　また、災害時に避難所に動物を受入れやすい環境づく
りや被災動物を救護できる体制整備が必要となる。その
ための人材育成や備蓄品の確保、関係団体との連携推進
、県民への啓発を行う。
　（１）備蓄品等整備事業　　　　　　　　   891千円
　（２）愛護動物の防災・災害時救護事業　   162千円

（１）事業内容
　　ア　備蓄品等整備事業(臨時収容場所で使用するケージや消耗品等の確保と備蓄)  　　　　　　　　　  891千円
　　イ　愛護動物の防災・災害時救護事業(獣医師会・企業・ボランティアとの連携、人材育成、啓発等)　  162千円

（２）事業計画
　　　災害時に使用できるケージ等備蓄品と備蓄場所の確保、防災テント等収容動物の一時収容場所の確保、
　　　災害時動物救護活動ボランティアの確保と研修、市町村への動物救護に関する啓発、
　　　獣医師会や民間企業・団体との連携強化、県民への備えと同行避難の啓発
　
（３）事業効果
　　　災害時には、愛護動物と同行避難が行われ、避難所での愛護動物管理用備蓄品の提供や適切な愛護動物救護、
　　　適正な愛護動物飼養管理が行われる。
　　　また、収容施設や処分施設の被災に対し、一時的に収容可能な簡易収容場所が確保できる。
　　　【活動指標(アウトプット)】災害用物資の確保、災害時動物救護ボランティア登録数
　　　【成果指標(アウトカム)】　各市町村設置避難所でペット同行避難の円滑な受け入れと飼養管理が行われる。

（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況
　　ア　公益社団法人埼玉県獣医師会と発災時の獣医療提供に係る覚書を締結
　　イ　民間企業・団体と発災時の動物用医薬品や動物用資材提供に係る覚書を締結
　　ウ　災害時動物救護活動ボランティアの登録制度を設立

２　事業主体及び負担区分
(県10/10)

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
人件費　9,500千円×0.4人＝3,800千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比

決定額 1,053

前年額 1,251 1,251

― 保健医療部 6 ―

災害・危機に強い埼玉の構築

1,053 △198

危機管理・防災体制の再構築



 

事業名

単位事業名 予算額 891千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 891 0

合計 891 0

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

需用費 891 0 ケージ等購入費　　15,000円×1.1×54台

合計 891 0

事業内訳書

愛護動物の防災・災害対策事業費

備蓄品等整備事業

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 162千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 162 △121

合計 162 △121

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 40 0 愛護動物防災研修会講師謝礼 40,000円×1名×1回

需用費 99 △99 愛護動物防災啓発物(リーフレット)150円×600部×1.1

使用料及び賃借料 23 △22 愛護動物防災研修会 20,450円×1回×1.1

合計 162 △121

愛護動物の防災・災害時救護事業

主な内容

主な内容


